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開会 午後1時30分 

○議長（中村勝利君）こんにちは。 

本日は何かとご多忙のところ、ご参集くださいまして、ありがとうございます。 

今期臨時会の議事日程等につきましては、去る７月１０日開催しました議会運営委員会

において、お手元に配布のとおり決定しましたので、皆様のご協力をお願いします。 

開会に先立ちまして、町長から今期臨時会招集のごあいさつがあります。町長。 

○町長（坂下一朗君）本日、小豆島町議会７月臨時会が開催されるに当たりまして、一 

言ごあいさつ申し上げます。 

議員の皆さまには、何かとご多用の中ご出席を賜り、まことにありがとうございます。 

夏本番を迎え、暑い日が続いております。オリーブ百年祭もこの夏から収穫の秋に向け 

て、多彩なイベントを予定いたしております。多くの方が、小豆島を訪れてくれることを 

心から願っておるところでございます。 

地域活性化の新しい形、観光の新しい形を模索し、産業を振興させることにより、小豆 

島という生活の場が町民、島民にとって、他に誇れる地域となるように取り組みが必要で 

あろうかと思っておるところでございます。 

本臨時会では緊急に議会の議決をいただかなければならない工事請負契約案件が発生い 

たしましたので、ご審議をお願いすることとなっております。また、そのほかに指定管理 

者の指定と報告案件２件をお願いすることといたしております。 

議案の内容につきましては後ほど説明をさせていただきますが、十分ご審議いただき、 

ご議決賜りますようお願いいたします。 

以上、簡単でございますが、今期臨時会に当たりましてごあいさつといたします。 

○議長（中村勝利君）本日の欠席届出議員は、１２番新茶議員１名です。 

ただいまの出席議員は１７名で、定足数に達しておりますので、本日の第１回臨時会は 

成立しました。 

これより開会します。（午後１時３２分） 

直ちに本日の会議を開きます。 

これより日程に入ります。日程はお手元に配布のとおりです。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

Ｏ議長（中村勝利君） 日程第１・会議録署名議員の指名についてでありますが・会議規 

則第１１８条の規定により、１３番藤井源詞議員、１４番村上久美議員を指名しますの
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で、よろしくお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

目程第２ 会期の決定について 

○議長（中村勝利君） 次、目程第２、会期の決定についてを議題とします。 

お諮りします。 

今期臨時会の会期は、本日１日にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村勝利君）異議なしと認めます。よって今期臨時会は本日１日と決定しまし 

た。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第３ 報告第１０号 専決処分の報告について（町の債権の支払請求訴訟に係る

和解について） 

日程第４ 報告第１１号 専決処分の報告について（町の債権の支払請求訴訟に係る

和解について） 

○議長（中村勝利君） 次、日程第３、報告第１０号、日程第４、報告第１１号専決処分

の報告については相関する案件でありますので、あわせて報告を求めます。町長。 

○町長（坂下一朗君）報告第１０号専決処分の報告についてのご説明を申し上げます。 

町の債権の支払請求に係る訴えの提起により訴訟となった事案について、土庄簡易裁判 

所において和解が成立いたしましたので、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づく、

町長の専決処分を行い、同条第２項の規定により報告するものであります。 

報告内容につきましては、担当課長から説明させますので、よろしくお願い申し上げま 

す。 

なお、報告第１１号も同様の内容ですので担当課長から説明をさせます。よろしくお願

いいたします。 

○議長（中村勝利君） あわせて、内容説明を求めます。収納対策室長。 

○収納対策室長（森下安博君）専決処分についてご報告させていただきます。報告第１０

号につきましては本年３月議会におきまして、また報告第１１号につきましては６月議会

におきまして専決処分の報告をさせていただきました民事訴訟法第３９５条の規定によ

り、支払督促の申立て時に訴えの提起があったものとみなされた町の債権の支払請求でご

ざいます。 

訴訟移行後、土庄簡易裁判所における口頭弁論の結果、町の債権額及びその支払い方法 
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等に関し、裁判官の訴訟指揮のもと、和解が成立したものでございます。 

報告第１０号の●●●●氏につきましては、住宅使用料、水道使用料及びし尿処理手数

料を多年度間にわたって滞納していたものであり、土庄簡易裁判所で３回の口頭弁論が行

なわれました結果・滞納する使用料、手数料を和解条項のとおり今後分割で支払うことで

和解しております。 

報告第１１号の●●●●氏につきましては、住宅使用料、水道使用料を多年度間にわた

って滞納していたものであり、同じく土庄簡易裁判所で２回の口頭弁論が行なわれた結果 

滞納する使用料を和解条項のとおり今後分割で支払うことで同じく和解しておるところで 

ございます。 

なお、両者ともに和解条項中、原告はその余の請求を放棄するとありますが、その余と 

は分割金の遅延損害金等のことでございます。和解条項において、２回分割金の支払を怠 

った場合は、期限の利益を失い、一括して支払うこととされており、支払がない場合は●

●●●氏の和解条項の（３）にかかわらず、強制執行も可能であることから、また、裁判 

官の判断もありそうしたものでございます。 

２件の訴訟に係る和解につきましては、議会の議決により指定された町長の専決処分事 

項に該当いたしますので、専決処分を行なったものでございます。 

以上、ご報告いたします。 

○議長（中村勝利君）以上で報告を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第５ 議案第４６号 小豆島産業会館の指定管理者の指定について 

○議長（中村勝利君）次、日程第５、議案第４６号小豆島産業会館の指定管理者の指定に 

ついてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（坂下一朗君）議案第４６号小豆島産業会館の指定管理者の指定について、地方自 

治法第２４４条の２の規定により、公の施設である小豆島産業会館の指定管理者の指定に

ついて議会の議決を求めるものであります。 

同施設につきましては、本町の有力な地場産業である食品製造業の雇用管理の近代化を 

図るために、昭和５８年に雇用促進事業団が整備を行なったものであり・国の政策により

整備した施設を、地方公共団体や管理運営を委託していた公共的な団体への移管が進めら 

れ、現在は本町の施設となっております。 

詳細につきましては、担当課長から説明をさせますので、よろしくご審議のほどお願い 

申し上げます。 
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○総務課長（竹内章介君）議案第４６号小豆島産業会館の指定管理者の指定についてご説 

明を申し上げます。町長からただ今説明いたしましたように、公の施設であります小豆島 

産業会館の指定管理者の指定につきまして、引き続き財団法人小豆島産業科学研究所を指 

定することにつきまして、議会の議決を求めるものでございます。小豆警察署、産業技術 

センター、発酵食品研究所に隣接をいたしておりますこの施設につきましては、財団法人 

小豆島産業科学研究所の所有地に昭和５８年８月、食品製造業の雇用管理の近代化を図る

ため、勤労者に対する共同福祉施設として雇用促進事業団が整備をしたものでございま

す。 

平成１２年２月に所有権が雇用能力開発機構に移転された後、町長申し上げましたように

平成１５年３月末に内海町へ譲渡をされた経緯がございます。内海町が譲り受けた後も従

来どおり小豆島調理食品工業協同組合などが利用してきた施設であります。 

指定管理につきましては、平成１８年２月の内海町議会第１回定例会で、財団法人小豆

島産業科学研究所への指定管理を議決をして、小豆島町に承継されたものでございます。

当初の指定期間を平成２０年３月末日といたしました点につきましては、内海町が雇用能

力開発機構から譲り受けた後、５年間は公共施設としての利用義務が生じるということか

ら、平成１９年度末までは公共施設として位置づけ、５年の義務履行期間終了後に本来の

利用者であります財団法人小豆島産業科学研究所に所有権を移転する方針であったためで

ございます。 

この方針に沿いまして相手方と協議をしておりましたが、公益法人制度改革によりまし 

て、この財団法人小豆島産業科学研究所が、公益法人から一般財団法人への移行を予定し 

ておりますこと、あわせて組織の改変を行なうことも検討されていることなどから、直ち 

に移転ということができませんので、移管を先延ばしする必要があるというふうに判断を 

いたしまして、改めて平成２０年度から２２年度の期間で指定をすることを、今議会に提

案をさせていただいたものです。協議が遅れまして、４月からの指定でありながら今議会

まで提案が遅れましたことにっきましてお詫びを申し上げます。よろしくご審議のほどお

願いいたします。 

○議長（中村勝利君）これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村勝利君）質疑はないようですから、質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（中村勝利君）討論なしと認めます。討論を終わります。 

これから採決します。 

議案第４６号は原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村勝利君）異議なしと認めます。よって、議案第４６号は原案どおり可決され 

ました。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第６ 議案第４７号 植松ポンプ場機械設備更新工事に係る工事請負契約につい

て 

○議長（中村勝利君）次、日程第６、議案第４７号植松ポンプ場機械設備更新工事に係る 

工事請負契約についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（坂下一朗君）議案第４７号植松ポンプ場機械設備更新工事に係る工事請負契約に 

ついて提案理由のご説明を申し上げます。 

安全、安心の確保は生活の基盤であり、誰もが安らぎを感じ、不安なく暮らすことが求 

められております。その一環といたしまして、安田地区低地帯の浸水対策が必要でござい 

ます。そのための機械設備更新工事を実施いたします。 

つきましては、同事業の工事請負契約締結について、地方自治法第９６条第１項第５号

の規定により議会の議決を求めるものであります。 

内容につきましては、担当課長から説明させます。よろしくご審議のほどお願い申し上 

げます。 

○議長（中村勝利君）建設課長。 

○建設課長（岡本安司君）議案第４７号植松ポンプ場機械設備更新工事に係る工事請負契 

約についてご説明いたします。 

議案書の６ページをお願いいたします。 

議案第４７号植松ポンプ場機械設備更新工事に係る工事請負契約について、安田地区低

地帯の浸水対策の要である植松ポンプ場は、昭和５１年の供用開始からすでに３０年以上

が経過し、施設の老朽化により機能低下が著しく、安全性の確保が困難な状況にあること

から、都市下水路再整備事業により再整備をするもので、その機械設備の更新工事に係る

工事請負契約を締結しようとするものでございます。 

８ページをお開きください。 

７月１日に行ないました一般競争入札の結果、工事概要書に記載のとおり、契約金額１ 
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億６千５４万５千円で香川県高松市上之町３丁目１番４号、四電エンジニアリング株式会

社、代表取締役社長藤岡正直が落札いたしました。 

工期は本契約の後、町の指定する日から平成２２年３月２５日までで、次ページの計画

図の少し黒く着色してございます１９.４ｈａの区域を１分間に２０９立方メートルの排

水を行なう計画となっております。 

工事概要は記載のとおりでございますが、本年度はポンプ３台のうち口径４５０ｍｍの

ポンプ２台と電動機２基の製作、据えつけとそれに伴う配管、基礎工等を予定しておると

ころでございます。 

入札参加業者につきましては、四電エンジニアリング株式会社と荏原エンジニアリング 

サービス株式会社高松営業所、扶桑建設工業株式会社高松本店の３社で、税抜き入札金額 

は、それぞれ四電エンジニアリング株式会社、１億５千２９０万円、荏原エンジニアリン

グサービス株式会社高松営業所、２億１千８００万円、扶桑建設工業株式会社高松本店、

１億８千９００万円でございます。なお、契約しようとする金額の予定価格に対する率は

４６．５１％となっています。ご審議のほどよろしくお願いをいたします。 

Ｏ議長（中村勝利君）これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

１４番、村上議員。 

○１４番（村上久美君）排水の面積１９．４ｈａというふうに先ほど言われました。この

ポンプの排水能力からして、今までの面積がいくらだったのかということを伺いたいと思

います。それと今回、主ポンプとして４５０かける２、９００かける１となってますが、

現況のポンプの状況との比較、能力の問題、これは面積の違いもあるかと思うんですけど

も、説明をお願いしたいと思います。 

○議長（中村勝利君）建設課長。 

○建設課長（岡本安司君）１９.４ｈａが面積でございますが、これは現況と変わりはご

ざいません。それから、既設のポンプにつきましては４５０ミリが２基と１１００ミリが

１基ついております。今回４５０ミリ２基と９００ミリ１基ということになりましたが、

これについてはポンプの能力９００ミリが高性能の能力ということで、排水能力につきま

しては現況と変わりはないということでございます。ただ、提案理由でご説明をいたしま

したとおりポンプ自体、非常に、３０年以上経過しているということから機能が低下して

いるということで、今回新たにポンプを据えかえる予定としているものでございます。 

○議長（中村勝利君）１４番、村上議員。 

○１４番（村上久美君）面積は同じということだったんですが、以前に資料をいただい 
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た中に現況排水面積というのがあって、植松ポンプ場が４３.５３ｈａというふうになっ

てるんですが、同じというふうに面積言われたんですが、ちょっとそこらへんがわからな

いんです。 

それと能力の問題からいって、現況の植松ポンプ場が１０００が１台と４５０が２台と

いうふうになってると思うんですが、今回は主ポンプそのものが若干９００になってるん

ですね１台。そこの点での面積との整合性というか、比較をしてどうなんでしょうか。ま

ず面積が同じと言われたんですが、ちょっとそこらへんが資料いただいた現況排水面積と

かかれているところが理解できないんですが。 

○議長（中村勝利君）建設課長。 

○建設課長（岡本安司君）集水面積でございますが、集水面積につきましては議案書８ 

ページの次についている図面をみていただければ、現在今回予定しておるのは１９．４ｈ

ａということになっております。ただ、少し私説明がまちがっておりましたが、前回では

それにプラス１７．６ｈａ部分の一部が入って集水面積は３２ｈａとなっておりました。

これは何年確率で雨が降る量によって排水をする計画というのが、少し以前のは古い計画

でございまして、５年確率ということでございましたので雨の降る量が少ない量で計算を

しておったということでございます。それを今回１０年確率ということに計算をし直しま

した。そういうことで、今回は１９．４ｈａの部分の排水をするということで、残りの部

分、着色をしてない１７．６ｈａにつきましては、新たに植松ポンプ場が再整備後に計画

をしておるところでございます。 

それから、ポンプにつきましては先ほども申し上げましたように、１１００ミリのが今つ

いていますが、今回９００ミリとなりました。これにつきましては、高性能のポンプとい

うことで、今回は設置をするということで、排水能力については今までと変わりはござい

ません。以上です。 

○議長（中村勝利君）１４番、村上議員。 

○１４番（村上久美君）ポンプの設置についてはそう大してかわらないのに、今回は 

１９．４という現況よりも狭い面積の中でこれをやるということ自身、果たして今までの

排水が動力的にちゃんと機能がされてたはずなんです。１７.６を足すと３７ｈａになる

んですが、今回は同じポンプそのものはそう大して、１０００が９００になったというこ

とだけであって、だけど今回は１９.４が排水の面積ということで能力的にはどうなんで

しょう。この設置だったらもっと広い面積で可能であるというふうになるし、逆に言った

らこれほどの排水ポンプの設置が必要ないんじゃないかということにも逆に考えられると
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思うんですけども、そこら辺の整合性どうなんでしょうか。 

○議長（中村勝利君）建設課長。 

○建設課長（岡本安司君）先ほども申し上げましたように、植松都市下水路、昭和５１年 

し当初計画をしていた時には、雨が降る確率の年数を５年確率ということで、降雨強度が

時間４０ミリに対して対応ができる計画であったということでございます。ただ隣接して

あります片城、馬木のポンプ場につきましては、今そういう基準がかわりまして１０年確

率で、１０年に降る雨の量と、１０年に１回雨の降る量というかたちで時間６０ミリの雨

が降る量に対して排水能力があるという計算をしています。今回のポンプ場につきまして

は、５年確率から１０年確率に計算をし直したということで、時間雨量４０ミリに対応で

きるものを時間雨量６５ミリに対応できるようにするということで、結果的に集水面積、

対応面積が減ったということになります。 

Ｏ議長（中村勝利君）ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村勝利君）質疑はないようですから、質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

Ｏ議長（中村勝利君）討論なしと認めます。討論を終わります。 

これから採決します。 

議案第４７号は原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村勝利君）異議なしと認めます。よって、議案第４７号は原案どおり可決され 

ました。 

以上、今期臨時会の全目程を終了しましたので、会議を閉じます。 

これをもちまして平成２０年第１回小豆島町議会臨時会を閉会します。 

ご苦労さまでした。 

閉会午後１時５５分 

 


